
一般会計予算決算委員会での主な質疑

一 般 会 計
総額1,658億1,300万円

令和７年度予算額 令和６年度予算額 比較増減 増減率
956 億円 879 億 6,000 万円 76 億 4,000 万円 8.7％

令和７年度予算を可決しました!

令和７年度予算における
歳入歳出全体の特徴は。
令和６年度と比べ、歳入

については、景気の回復基調
に伴う市民税の増やふるさと
応援基金繰入金の増などによ
り、 自 主 財 源 が 約 31 億
8,000 万円の増額となって
いる。また、歳出については、
消費的経費について、物件費
がＧＩＧＡスクール構想に基
づき整備したタブレットの更
新に伴う情報機器整備事業費
の増や、ふるさと納税の返礼
品に係る経費の増などにより
約 12 億 9,000 万円の増額、
扶助費が国の制度改正に伴う
児童手当に係る経費の増や、
障がいのある人の自立支援等
に係る経費の増などにより約
28 億 6,000 万円の増額、補
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助費が病院事業会計繰出金の
増や、企業立地促進事業費の
増などにより約 12億 3,000
万円の増額となっている。投
資的経費については、良好な
都市環境の創出に向けた市街
地再開発事業への支援に係る
増、総合的治水対策など風水
害への対策強化に係る増、教
育環境の充実を図るための校
舎の建て替えに係る増などに
より、約15億2,000万円を
増額するものである。
�
防災資機材整備事業の内

容は。
能登半島地震において必

要性が再確認された災害用ト
イレ処理セットや毛布、ワン
タッチパーティションなどを
整備するほか、避難所外避難
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者への支援品を整備するもの
である。
�
病院事業会計繰出金を増

額する理由は。
経営を支援するため国が

定める繰出基準に基づき、必
要と認める額を繰り出してい
るが、令和７年度当初予算に
おいては入院患者数が減少傾
向にあることに加え、令和６
年度当初予算及び補正予算に
おける繰出金による経営支援
の状況を踏まえて必要額を精
査し、24 億円を繰り出すも
のである。
�
高校生向け起業マインド

創出事業の内容は。
若者世代のまちづくりへ

の関心を高め、市内就職を促
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進するとともに、創業気運を
醸成することを目的に、セミ
ナーなどを開催するものであ
る。これにより、高校生が多
様な産業と交流し、様々な社
会課題と触れ合うことで、働
くことや経済の仕組み、地域
社会との関わりを学ぶ機会が
得られるとともに、起業に必
要なビジネスプランニングや
プレゼン手法などの習得が図
られるものである。
�
ストリートスポーツパー

ク拡張整備工事の内容は。
これまでの利用実態を踏

まえ、現施設の西側に、新た
に子ども用のスポーツエリア
や人工芝のファミリーエリア
などを整備するとともに、駐
車場の整備を行うものである。

問

答

　一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、
福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

歳入総額
956億円

歳出総額
956億円

51.4％
48.6％

自依
主存

財

源

市税
353億円
（36.9％）

その他
138億4,723万円
（14.5％）

国庫・県支出金
257億467万円
（26.9％）

市債
98億8,280万円
（10.3％）

その他 
108億6,530万円（11.4％）

財

源

民生費
338億
6,898万円
（35.4％）

土木費
182億8,603万円
（19.1％）

総務費
113億6,132万円113億6,132万円
（11.9％）

衛生費　
96億2,915万円96億2,915万円
（10.1％）（10.1％）

公債費
66億7,174万円66億7,174万円
（7.0％）

消防費
30億6,765万円
（3.2％）

その他 
29億6,380万円

（3.1％）

教育費　
97億5,133万円97億5,133万円
（10.2％）

歳　入 歳　出
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